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【く概要＞又は＜一般目標： GIO>】

内部障害を持つ対象者へ作業療法を提供するために，内部障害の疾患の概要を再学習し，リスク管理や実際の作業療法手段について学ぶ。

［＜学習目標＞又は＜行勁目標： SB0>】

1．内部障害の対象疾患と各疾患におけるリスク管理の重要点に気づくことができる。

2．数例の内部障害をあげ、それらの医学的知識をふまえ、作業療法の対応法について概略説明することができる。

3．疾患別対象事例の作業療法計画の特徴について、記述することができる。

4．作業療法計画についてグルーブ学習し、発表資料を作成することができる。

5．学習した対象疾患に対する作業療法計画の応用について簡略例示できる。

回

数 授業計画又は学習の主題

11内部障害とリスク管理

21当該疾患の医学的知識と作業療法の対応（心疾患、糖尿病）

31当該疾患の医学的知識と作業療法の対応（腎透析、熱傷、ターミナル）

41グルーブワークによる作業療法立案

51グルーブワークによる作業療法立案

61グルーブワークによる作業療法立案と発表

71グループワークによる作業療法立案と発表

SBO 

番号 1学習方法・学習課題又は備考・担当教貝

1 講義

2、3I講義・討誰

2、3I講義・討議

4、51グループワーク

4、5Iグルーブワーク

4、5Iグループワーク・発表・討議

4、5lグルーブワーク・発表・討議

【使用図書】

教科書

く書名＞ ＜著者名＞ く発行所＞ く発行年・価格•その他＞

参考書

・標準PT・ OT学「内科学」 大成浄志 医学書院 2000年・ 6000円

・身体障害の作業療法 PedrettiLW、宮前珠子他訳 協同医書出版社 1999年・ 12500円

•履修した関連教科の教科書

その他の資料

【評価方法】

グルーブワーク・・ •60点

発表・ ・ ・ 40点

【履修上の留意点】
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